




















そして、 『源氏物語』を、 『大成』ではなく 他の写本をテキスト
として読むとき、 サ変動詞の使役・尊敬 表現が、 二語から成る 「セサス」ではなく、 「サス」の一語で行われていると思われる箇所のあることに気付く。
　
本稿は、 『源氏物語』写本の、書写年代が古いものの一つである
天理大学附属天理図書館蔵伝津守国冬筆 『源氏物語』 （以下、 国冬本）に「サ変動詞ス＋助動詞サス」に相当する一語の「サス」なのではないかと思われる用例があることを報告し、それが使役・尊敬の意で用いられていると解釈できることについて述べるものである。併せて、国冬本以外の『源氏物語』の写本 も使役・尊敬の意の一語の「サス」ではないかと思われる用例があることを報告する。　
資料には、国冬本のうち、津守国冬筆とされる
12冊（第二節で述
べる）を使用する。用例は変体仮名の字母で示す。その際、現行の平仮名の字母に関しては、現行の平 形に近いか漢字字形に近いかを恣意的に区別 、平仮名に近い場合は平仮名で示し に近い場合は漢字で示す。改行箇所は／で示す。国冬本以外の写本や資料を用いる際にはそ 旨を断一．先行研究　
本稿が考察課題とする「サ変動詞スの未然形＋助動詞サス」に相





























































































語抄に現れる用例を挙げる。また、中古の文献である枕草子などに見られる使役の「サス」の用例は、テキストに問題が として、その存在に疑義を唱える。こ 点、後に挙げる小久保（二〇〇九）と同様である。さらに、使役の意の「サス」の出現が尊敬の意の「サス」の出現に影響したとす 。　





あるとし、 「サ変動詞ス＋助動詞サス」 から生じたも であ とする。また、鎌倉時代になって生じた「サス」は使役の意味 下二段活用の動詞であり、 「実質語的用法であ から」 助動詞ではないとする （岩井一九七一） 。 そして、 使役の 「サス」 は鎌倉時代には用例が少なく、室町時代に増加す いう。さらに、鎌倉時代の「 は使役意の用例のみであるが、室町時代には尊敬の意の「サス も出現するともいう。　
室町時代の使役の「サス」について、湯沢（一九五五）は「サス
（湯沢一九五五では「サスル」 ） 」は「用例がすこぶる多く 一字の漢字の下にもつくが、殊に二字の漢語の屬くもの 、たいていこれであると云つて いゝ」と述べ、史記抄などの抄物 用例を挙げている。湯沢（一九五五） この「サス（サスル） 」を助 の ル・サスルの項目の中で説いている 湯沢（一九五五）の索引 「サスル（使役助動） 」と「サスル（セサスル） 」 二つ 項目のあるとから、助動詞サスルとは異な 使役の意味 ル」があるととらえているものと推察される。 お、湯沢（一九五五）では尊敬の「サス」については触れられていな 。　
小久保（二〇〇九）は、 「サス」はサ変動詞ス＋助動詞サスが融
合して「中世に入って成立」した「動詞」であり、その「サス」には「使役動詞」と「尊敬語動詞 があるとする。そして、使役動詞の用例として宇津保物語や水鏡、発心集などのものを挙げ、尊敬語動詞 、 大鏡、 保元物語など ものを挙げる。尊敬語動詞の サス」は鎌倉期の用例があることを理由に、尊敬の意の「サス」は室町期に生じた した岩井（一九七三）に異を唱える。そして、使役動詞の「サス」は鎌倉時代初期に起こり、鎌倉時代中期から末期に尊敬 意 尊敬語動詞 サス」 が起こったとする。　
このように、先行研究からは、使役・尊敬の意の「サス」が、 「サ
変動詞スと助動詞サス」 から成った一単 である可能性の 、その一単語の「サス」は下二段活 の他動詞として扱われ いること、使役の意の「サス」と の意の「サス」があること、使役「サス」が先に生じ、尊敬の「サス」はこれに遅れて生ずることを知ることができる。　
辞書類では、 使役・尊敬 「サス」 の例として平安時代中期に成っ
たとされる宇津保物語 用例を挙げ もの（ 『日本国語大辞典第二版』 ・ 『古語大辞典（小学館） 』 ）がある。し し、小久保（ 〇〇三）は、現存する宇津保物語 近世 写本ばかりで り、その本文には「平安時代後期以降の 彙・語法が散見される」という 本文に問題があることは此島（一九七三）も指摘するところである。よって「サス」は平安時代の言語形式ではなく、諸氏の指摘するとおり中世の語彙語法であると のが適切だと言えよう。　
その、中古の文法における「サ変動詞スの未然形＋使役・尊敬の
助動詞サス」に相当す 中世 語法の「サス」な ではない と疑われる例が、 『源氏物語』写本の一つであ 国冬本に見られる
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代が鎌倉時代を遡ることはないとされる『源氏物語』の写本群 なかでも古いものの一つである点でその価値が評価されるも でる。また、国冬本は本文に特異な異同があり、青表紙本と 河内本とも異なり、別本系 中でも特異な位置にあるとされる点で注目されるものである（伊藤二〇〇 ｂ） 。その
12冊とは、桐壺・帚木（一
























































































































































































「お待たせ申しあげる」 「お知 せ申しあげる」であるよ に、である。そして、用例
国１を逐語訳するならば「思い申しあげもさせた」
といった具合になろうかと考えられ、 「サス」は使役の意 動詞なのではないか、という考えに至 のである。　
次に用例
国２について考察する。 【図２】のとおり、国冬本には「ま








































































































































うな可能性があろうかと推測される。例えば、国冬本が親本としたテキストに「まに〳〵」とあり 書写者は を不審としながらもこのまま写し取ったという可能性である。また、あるい 、親本には「ま可天させて」とあるにも かわらず、書写者が「可」と崩し方の類似する「尓」と混同し、 「天」を「
〳〵
」と混同し不審とし































国３ 心よ／里本可なるいのちなれと堂えぬるちき／利越うらめしくおほし奈遣く いと心／くるしう御心さしあ里てとふらひもの越／させ給へと曽うゑに尓もき古え給 〈柏木、 二〇オ③〉
　　　
























大３ 心よりほかなるい ちなれはた ぬちきりうらめしうておほしなけかれむ 心くるしきこと御心さしありてとふらひ物せさせたまへとはゝうへにもきこえ給〈柏木、一二四三⑦〉
　　　





















































































































































と、これを動詞「サス」とするもののあることがわかる。そこで、さらに『大成』本文の「サ変動詞ス＋助動詞サス」例について、 『大成』 ・ 『別本集成』 ・ 『源氏物語別本集成続
（（1
（
』 （以下、 『集成続』 ） にも拠っ














 町期…飯島本・国冬本（ 〔津守国冬筆以外のもの〕末期） ・高松宮家蔵本（長享二（一四八八）年） ・中京大学本（末期） ・麦生本（末期） ・言経本（室町～江戸初期）
　　
両

































































































































































































































































































































































ストとしては不完全な一面がある（工藤二〇一二 ・ 二〇一三） 。そのため、書写者は文意を解さずに文字列を書写し いると う指摘もある （岡嶌一九九三 ・ 二〇一二） 。 また、 国冬本およびこれ以外の 『源氏物語』写本に見られる「サス」が、動詞「サス」ではなく「セス（サ変動詞ス＋助動詞サス） 」の「セ」を書写し落と たという可能性を排除することもできない。ただし、テキ トの不備であるにせよ、 青表紙系のテキストや、 中古の規範的文法に照らしたとき、本稿で見てきた「サス」がそれに逸脱していることは確かである。　
その一方で、 『源氏物語』以外の文献には、鎌倉時代から動詞「サ






諸写本にも散 さ るので、 「サス」の出現が、国冬本にのみ見られる特異な点であるとも言うことはできまい。そして、諸写本中に現れる「サス」を解釈しようとする き、それらは使役や尊敬の意として機能していると見ることができ 。これらのことから、諸写本に見られる「サス」は、書写者の不注意によって「セサス（サ変動詞ス＋助動詞サス） 」の「セ」を き落としたのだと断定することもできないのではないかと考える。　
以上のことから、国冬本、および、 『源氏物語』の諸写本に見ら
れる「サス」は、確例であ と断言することはできないにせ 鎌倉期以降室町期に使用例が増加していく、その、中世の語法の影響を受けて出現した、使役や受身の意を担う一語の動詞「サス」 ある可能性があ のではないかと考えるのである。おわりに　
本稿で述べたことをまとめると次のようになる。
一















































































































































































































 「サス」の用例が見られた写本は概ね別本系に属する。高松宮家蔵本からの引用例のうち「手習」は別本系とされ、その他は、尾州家河内本と同様、河内本系とされる。穂久邇文庫蔵本は青表紙本系とされるが「鈴虫 は別本系とされ 。
（
31）
 伊藤（二〇〇一ａ） 、同（二〇〇一ｂ） 、越野（二〇一六） 。
参考文献浅尾



























 偉久子（一九九三） 「源氏物語国冬本―その書誌的総 ―」 『ビブリア』一〇〇（岡嶌二〇一〇所収）
――











 ――（二〇〇五 二〇一〇） 『源氏物語別本集成続』第一～七巻（おうふう）
工藤
 重矩（二〇一二） 「国冬本源氏物語乙女巻に見られる本文の疵―紫上の呼称と六条院の描写をめぐって―」 『国 国文』八―一二
――
 ――（ 〇一三） 「国冬本源氏物語藤裏葉巻の本文の疵と物語世界 別本の物語世界を論ずる前提として―」 『中古文学』九二
小久
 保崇明（二〇〇三） 「語彙語法からみた『宇津保物語』本 の性格」 『桜文論叢』五七（小久保二〇一一所収）
――
 ――（二〇〇九） 「使役動詞「さす」小考―『宇津保物語』の本文の正確―」 『桜文論叢』七三（小久保二〇一一所収）




 歩美（二〇一五） 「国宝『源氏物語絵巻』詞書の仮名表記について―読解上の問題点と変体仮名の運用―」 『言語の研究』一
――
 ――（二〇一六） 「国宝『源氏物語絵巻』詞書の語法小考―『源氏物語』との比較から―」 『国語研究』七
――
 ――（二〇一八） 「国冬本『源氏物語』の「柏木」と「鈴虫」の変体仮名の運用」 『国際関係学・比較文化研究』一六―二
田中章夫「させる」 （一九七一） （ 『日本文法大辞典』明治書院）中村
 義雄（一九五四） 「源氏物語絵巻の詞書について」 『美術研究』一七四
――――（一九八二） 『絵巻詞書の研究』角川書店湯沢幸吉郎（一九五五） 『室町時代言語の研究』風間書房吉田金彦（一九七 ） 『現代語助動詞の史的研究』明治書院付記　
 資料の閲覧と、図版と翻刻の掲載とを御許可くださった天理大学附属天理図書館に記して感謝申しあげる。また、資料の翻刻の掲載を御許可くださった中京大学名古屋図書館、公益財団法人前田育徳会に記して感謝申しあげる。なお本稿は平成二八年度科学研究費補助金学術研究助成基金助成金（基盤研究Ｃ）による研究課題「 『源氏物語』写本との比較から見た国宝『源氏物語絵巻』詞書の日本語学的研究」 （課題番号
16K
02731 ）の研究成果の一部で
ある。
（たけべ・あゆみ
　
静岡県立大学）
